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東海圷（田エリア）座談会（令和６年度１回目まとめ） 

１ 実施日時 
令和６年６月２７日（木） １８：００～１９：３０ 

 

２ 参加者 
東海圷土地改良区及び美原・東下水利組合関係者，多面的機能推進委員会関係

者，転作実践委員会関係者，エリアの農業者及び中心的担い手，東海村農業委

員，農地利用最適化推進委員，茨城県県央農林事務所職員，茨城県県北農林事

務所職員，ＪＡ職員，東海村職員（事務局） 

 
計５１名 

【座談会の様子】 
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３ 内容 

（１）計画（案）の確認 
 ・令和５年度の座談会で出された意見をまとめ，計画（案）を以下のとおり作

成。 

・現時点では計画書の文言は大きな修正はなく公表する予定であるが，今後の

座談会において，意見が出た場合は修正を加える。 

・最終的には，目標地図と計画書はリンクさせていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）目標地図たたき台の確認 
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 （２）目標地図についての話し合い 

  ・事前に実施した担い手ミーティングの話し合いに基づき作成した目標地図の

たたき台について話し合いを行った。 

 

＜話し合い前の目標地図たたき台＞ 

      
 

＜話し合い後の目標地図たたき台＞ 
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    ＜目標地図に対する参加者の意見＞ 
（話し合いからの意見） 

・目標地図のたたき台については概ね了承する。 

・地図上で「今後検討」となっているところは２つあるが，小さいエリアについては

今後の条件によっては耕作する人が出てくるのではないか。ただし，大きい「今後検

討」のエリアは田として残していくのか，畑にしていくのか等，広く検討していく必

要がある。 

・大きなエリアになるので，担い手の育成は欠かせない。 

・谷津になっているエリアの上流の排水機能が低下していると，土砂崩れが起こった

り，水があふれるなどし，下流にも影響がある。比較的平らな部分の土地改良につい

ても約５０年経っており，今の担い手が継続して続けていくためには基盤整備が必要

となる。 

・計画策定後は山際中心に基盤整備を進めていく必要がある。 

・今後，新たに大きく耕作していくという方が出た場合は，随時計画を変更してい

く。 

・美原・東下のエリアは４～５人の耕作者に集約していく。 

（アンケートからの意見） 

・大枠，エリア分けは理解したが，エリア外でも大面積を集約した場所は今後も続け

ていきたい。（耕作者からの意見。） 

・今回提示された目標地図はもっと早く提示してほしかった。 

・耕作だけでなく，環境整備についても検討してほしい。 

・事務局の前向きな地域計画推進，ご苦労様です。 

・集落ごとに計画案を示す必要があるのではないか。 

・集約は必須課題。頑張ってほしい。 

・地域計画公表の際は地域住民に趣旨をよく周知徹底するようお願いしたい。 

・老朽化したので基盤整備をお願いしたい。また，長期的な整備計画も必要と考え

る。 

・定期的な単位の計画が必要ではないか。 

・前谷津，小沢，前谷，上部に池があり，池には生活用水がたまり，水田に流れ込

む。水田斜面の崩れが起きている。 

・担い手ネットワーク作りができるとありがたい。 

・村で子ども向けの農業教育などもあると良い。 

・今の耕作者の件数では今後の耕作に影響があるのではないか。耕作と管理もやらな

いといけない。 

 


